
（心の力） 

子どものレジリエンス研究会 

あなたとつくる心の絵本 

石歌庵と    文・はまなゆみ 

絵 

2018 年８月１１日（土・祝） 午後２時～４時 

参加費（資料・会場代等） ５００円（１８歳以下無料） 

会場 奈良県社会福祉総合センター 

６階 中会議室  奈良県橿原市大久保町 320-11 

対象：どなたでも。レジリエンスにご興味のある教職員や保護者、 

絵本が好きな子どもたち歓迎。 

内容：心の力がわいてくる絵本の読み聞かせ 子どもたちが作った「つづき」発表 

人形劇（おはなしランドカンブリア） 原画展 子どもコーナー など 

参加申し込み：資料や会場の都合で、事前にお申し込みください。参加費は当日いただきます。 

上島博（090-8484-3607） FAX（0745-48-6262）メール（httf@m4.kcn.ne.jp） 

申し込み内容……お名前・学年（中学生以下）・電話番号・ご所属やメールアドレス（任意） 

（会場の定員超過の場合以外は返信いたしません。） 

※レジリエンスとは、落ち込んでも立ち直れる心の力のことです。 

 

生きる意味を求めて旅に出たヤドカリ。その物語を自らがつづることで、子どもたちにも自分なりの「人生の意

味」を見つけてほしい、そんな願いで企画しました。裏面の物語のつづきを考えてみてください。 

１ 応募資格 

どなたでも。（ただし、抽選景品は中学生以下のみ） 

２ 締め切り 

２０１８年７月３１日(火）消印有効 

３ 字数・原稿用紙 

字数制限はありませんが、おおむね４００字×５枚以内にしてください。 

用紙の種類、１枚の字数も問いません。手書きでもワープロ原稿でも構いません。 

４ 応募先 

〒639-2161 奈良県葛城市木戸 13-3 子どものレジリエンス研究会「ヤドカリの物語」係 

または、httf@m4.kcn.ne.jp にワード・一太郎・テキストファイルを添付して。 

５ 応募票 

様式は問いませんので、下記の事項を書いた応募票を添付してください。 

①氏名（＋ふりがな） ②学年または年令 ③郵便番号・住所 ④連絡先電話番号 

⑤ペンネーム（必要な人）  ※ウェブ上では、ペンネームまたはイニシャルのみを使用し、本名

は出しません。いただいた個人情報は、本企画の運用のみに使います。 

６ 作品公表・賞品 

作品を本会ホームページや、上記の催しで発表させていただきます。（催しの参加希望者はその旨

お書きください。）コンクールではありませんので、賞はありませんが、中学生以下の応募者全員

の中から をお送りいたします。 

著作権は主催者に帰属するものとします。作品はお返しいたしません。  

ブイツーソリューション発行 

主催：子どものレジリエンス研究会 後援：奈良県教育委員会 
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「ヤドカリの物語」 

石歌庵 文・はまなゆみ 絵 

小さな島の、小さないそで、ヤドカリが、なやんでおりました。 

苦しい。 

歩くのが、苦しい。 

生きるのが、つらい。 

何のために 生きるのだろう。 

小さいころは、あんなに楽しかったのに。 

ローカンは、やさしく ゆったりしていたのに。 

今、ローカンは がんこで きゅうくつだ。…… 

ヤドカリは、カメノテのところに行って 聞きました。 

「何のために 生きるの？」 

カメノテは、言いました。 

「答えは、高い空にある」 

ヤドカリは、空を 見上げました。 

空は、青く 高く きれいでしたが、何も教えてくれません。 

それでも ヤドカリは、いそにねころんで 見つづけました。 

雲がわき、雨がふりました。 

風がふき、あらしになりました。 

それでも ヤドカリは、みじろぎもせず おりました。 

あらしが しずまり、空が 赤くやけました。 

明星が、西の空に かがやきました。 

それを合図に、星達が ひとつ ひとつと 

目をさましてゆきました。 

やがて、漆黒
しっこく

のキャンバスで、いく万 いく億の星が またたきを 始めました。 

「あの星の ひとつひとつが お日様なのさ」 
カメノテも いっしょに 夜空を 見上げてくれていたのでした。 

「えっ」 

ヤドカリは その時、何か分かったような 気がしました。 

でも それは、言葉になる前に 夜空にとけてゆきました。 

星は、ヤドカリに 無数の光を ふらせました。 

ヤドカリは、なみだを 砂の上に こぼしました。 

次の日、ヤドカリは、シオマネキに 聞きました。 

「何のために 生きるの？」 

シオマネキは、言いました。 

「答えは、深い海にある」 

ヤドカリは海にしずんでゆきました。 

 

（つづきはあなたが作ってください。応募方法は裏面） 

「ローカン」は、ヤドカリが作った

言葉です。あなたが自由に想像し

てください。 

漆黒……真っ黒 

キャンバス……絵をかく布。 

ここでは夜空のことを表しています。 


